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庁
舎
完
成
に
よ
せ
て

昭
和
町
長

石

原

忠

新庁舎玄関て¥登庁前に決意を新たに入居式

同
ロ
ハ

急
速
な
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
行
政
需
要
も
増
大
し

ea『・ν

役
場
は
狭
随
と
な
り
、
そ
の
都
度
継
ぎ
足
す
な
ど
し
て
応

急
処
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
旧
式
で
狭
く
業
務

に
も
支
障
を
き
た
し
、
引
い
て
は
町
民
各
位
に
も
不
便
を

与
え
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
来
年
迎
え
る
町
制
施

行
十
周
年
を
記
念
し
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
処
、

県
当
局
の
財
政
面
な
ど
の
関
係
か
ら
し
て
一
年
繰
り
上
げ

空
蕗
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
り
昭
和
五
十
四
年
三
月
、

庁
舎
新
築
の
意
を
決
し
町
議
会
の
ご
賛
同
を
得
て
、
昨
年

度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
着
工
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
新
庁
舎
は
住
民
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
民
主
的
運
営
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
K
時
代
に
即
応
し
て

町
行
政
が
能
率
的
に
処
理
で
き
、
加
え
て
職
員
の
健
康
や

福
祉
の
向
上
を
も
考
慮
し
た
構
造
、
規
模
を
以
っ
た
建
物

と
致
し
ま
し
た
。
設
計
に
当
っ
て
は
充
分
な
ゆ
と
り
を
持

っ
た
耐
震
構
造
花
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
配
慮
し
、
文
将
来
を

考
え
て
一
部
三
階
に
増
築
可
能
な
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
乙
の
上
は
、
職
員
一
同
い
よ
い
よ
心
を
新
た
に
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
に
徹
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
精
励
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

関
係
機
関
を
は
じ
め
皆
様
方
の
今
後
変
ら
ぬ
と
指
導
、

と
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
と
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

8月 18日

町 の 人 口

8月 1日現在

4.188人

8.419人

4.231人

世帯数 2.256戸

女

計

男



(2) 

昭
和
五
十
四
年
八
月
に
庁
舎
の
建
築
に
着
手
、
去
る
七
月
二
十
六

日
に
は
移
転
が
完
了
し
、
二
十
八
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
十
八
日
に
は
、
二
百
五
十
名
の
来
賓
、
関
係
者
が
集
ま
り
盛

大
な
竣
工
式
を
挙
工
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

新
し
い
庁
舎
は
、
中
央
公
民
館
前
の
敷
地
を
利
用
し
、
耐
震
構
造

花
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ま
た
、
将
来
を
考
え
て
一
部
三
階
K
増
築
可
能

な
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
造
り
と
し
、

一
階
カ
ウ
ン
タ

ー
と
し

K
窓
口
業
務
を
そ
ろ
え
、
行
政
能
率
を
図
り
な
が
ら
よ
り
一

層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
新
築
な
っ
た
新
庁
舎
の
概
要
を
写
真
等
を
掲
載

し
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

報広町和昭

正面玄関には身障者用の車イスを用意フロアーもスベースがゆったり、窓口業務も一望てきる

L、あ ん な舎

-E量・

庁



報広町和昭(3) 

田
園
都
市
"
昭
和
“
に
ふ
さ
わ
し

い
新
庁
舎
は
、
外
壁
を
レ
ン
ガ
タ
イ

ル
で
包
む
シ

ッ
ク
な
建
物
で
、
正
面

に
は
寒
椿
を
植
込
み
、
緑
が
マ
ッ
チ

し
た
近
代
的
な
庁
舎
で
す
。

玄
関
か
ら
中
に
入
る
と
カ
ウ

ン
タ

ー
で
し
き
ら
れ
、
各
課
窓
口
が

一
望

で
き
ま
す
。
フ
ロ
ア
ー
も
ス

ペ
ー
ス

が
ゆ
っ
た
り
、
待
ち
時
間
が
か
か
る

来
庁
者
の
た
め
氏
、
テ
レ
ビ
を
設
置

し
た
町
民
ホ

l
ル
を
設
け
る
な
ど
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ル
の
壁
面

に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
源
氏
ボ
タ
ル
を
タ

イ
ル
で
あ
し
ら
い
、
町
内
図
の
中
央

児
位
置
づ
け
、
四
季
の
草
花
の
色
あ

い
を
壁
面
い
っ
ぱ
い
に
出
し
、
春
夏

，
秋
冬
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
の
壁
面
を
観
賞
し
な
が
ら

階
段
を
昇
り
き
り
、
右
側
の
最
初
に

萎
E
事
務
局
、
正
副
議
長
室
、
議
員

控
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
他
二
階
に
は
、
委
員
会
室
二

部
屋
、
大
中
小
会
議
室
五
室
、
議
場

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
特
に
、
議
場
は

音
響
効
果
や
ボ
タ
ン
操
作
ひ
と
つ
で

収
録
や
マ
イ
ク
の
切
換
え
が
で
き
る

な
ど
、
議
会
運
営
の
円
滑
化
を
図
る

よ
う
最
善
の
工
法
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。一

方
、
身
障
者
の
人
た
ち
の
利
用

の
便
を
図
る
た
め
、
玄
関
フ
ロ
ア
ー

に
一
基
車
イ
ス
を
確
保
し
た
り
、
専

用
ト
イ
レ
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

2階建

要

鉄筋鉄骨コンクリート
1.189.14 m2 

2.134.09 m2 

概事エ
建物の概要

jB麗鵠
(3)床延面積 1.1 50，55 m2 

983.54π12 

昭和 54年 8月 21日

昭和 55年 6月 30日

380，8 71.000円

43.860.000円

27.080，000円

1 2.694.0，00円

1.793.000円

46 6.2 18.000円

馬場建築設計事務所

(本体工事)長田組土木株式会社

(電気設備工事)中央電気商会

(空調設備工事)鮒日本電管工業

工期

起工

竣工

総事業費

本体工事費

外構工事費

備品等

設計委託料

事務費

計

工事関係者

設計管理

施工

{~~ 2F 
2 

3 

4 

天然記念物に指定されたことのある源氏ポタ

ルをタイルてあしらった町民ホールの壁面は、
訪れるみなさんの目を引くことてしょう



(4) 

農
家
の
み
な
さ
ん

災
害
に
添
え
共
済
に
加
入
を

報

昔
か
ら
災
害
は
忘
れ
た
頃
K
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
た
も
の
で

す
が
、
最
近
は
、
世
界
的
気
象
異
変
が
起
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る

と
お
り
、
一
年
中
気
象
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
し
て
育
て
あ
げ
た
農
作
物
も
、
い
、
ざ

災
害
K
見
舞
わ
れ
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ζ

ん
な
時

農
業
災
害
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
れ
ば
被
害
が
最
少
限
で
済
み

ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
、
農
業
経
営
安
定
の
た
め
進
ん
で
加
入

す
る
よ
う
お
勧
め
致
し
ま
す
。

広町

対
象
は
ぶ
ど
う
・
も
主
且
ア
l
ル

施
設
園
芸
二
ア
ー
ル
以
上

と
注
意
で
人
為
的
に
防
ぐ
ζ

と
が
で

き
ま
す
が
、
自
然
災
害
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

果
樹
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
等
を

惹
檀
共
済
と
い
っ
て
、
組
合
で
は
昨

年
よ
り
対
象
農
家
の
み
な
さ
ん
に
加

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う
、

も
も
、
五
ア
ー
ル
以
上
の
栽
培
農
家
、

施
設
園
芸
二
ア
ー
ル
以
上
の
方
は
加

入
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
農
家
全
戸

が
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
致
し
ま

す。
共
済
掛
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

肉
筆
克
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
組

合
(
電
話
O
五
五
二
七
六
l
五
四
五

O
)
へ
直
接
か
、
各
部
落
の
共
済
部

長
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

和

農
業
災
害
補
償
制
度
は
、
制
度
創

設
三
十
余
年
を
経
過
し
現
在
に
至
り

ま
す
。
こ
の
問
、
農
業
事
陣
屋
守
の
変

化
K
対
応
し
、
対
象
範
囲
の
拡
大
、

補
償
の
充
実
等
拡
大
強
化
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
、
も
も
、
ぶ

ど
う
が
果
樹
共
済
と
し
て
対
象
と
な

り
、
今
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

乙
の
果
樹
共
済
で
は
、
昨
年
ま
で
の

色
々
の
被
害
に
よ
り
四
千
五
百
万
円

が
、
ま
た
、
昨
年
よ
り
実
施
に
な
っ

た
園
芸
施
設
共
済
も
、
百
三
十
万
円

の
共
済
金
を
被
害
農
家
氏
支
払
い
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

病
虫
害
や
鳥
害
、

昭

火
災
等
は
努
力

峡中東部農業共済組合

収 穫 共 済 樹体共済

種類 種類等品 種 共10済a金当額り 共10済a掛当金り 共10済a金当額り 共10済a掛当金り

1 類 デfラウエア 340.000円 8500円 540ρ00円 4590円

.>: 2 類 甲ベ リ -州A 330.000 5.445 540.000 4590 
ど

ネ巨オマ峰ス
う 3 類 530.000 15105 840.000 7.140 

4 類 ハウ ス栽培 760.000 12540 1220.000 10，370 

も 1 類 早 生 種 280β00 7.840 380.000 2β90 

も 2 類 中 院 生 種 290.000 6.380 400β00 2200 

。ζ の表は組合の平均ですので農家毎では多少違います。

尚、昔基金は国庫負担半額を差引いた農家負担額です。

昭和 56年度産果樹共済掛金概箆表

人

事

動

異

新
庁
舎
援
転
に
伴
い
、
八
月
一
日

付
で
次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

(
)
は
旧
任

秋
山
睦
夫
i
福

祉

課

(

税

務

)

長
田
そ
の
子
!
税
務
課
(
福
祉
)

山
下
雪
江
l
経

済

課

(

出

納

)

柳
沢
克
子
l
出

納

室

(

保

健

)

山
口
均
1
保
健
課
(
福
祉
課
戸
籍
)

山
本
登
美
江
l
保
健
課
(
税
務
)

都
築
勝
人
l
福
祉
課
戸
籍
係
保
母

依
田
吉
美
l
総

務

課

(

経

済

)

向
山
晃
l
税
務
課
(
警
委
員
会
)

田
中
邦
彦
l
教
育
委
員
会
(
税
務
)

井
上
み
づ
江
l
税
務
課
(
総
務
)

本
年
度
地
籍
調
査
は

河
束
中
島
・
築
地
地
区
を
実
施

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査

は
、
昨
年
度
実
施
し
た
飯
喰
、
河
西
、

上
河
東
地
内
K
続
き
、
本
年
度
は
河

東
中
島
、
築
地
新
居
、
築
地
新
田
地

内
を
実
施
致
し
ま
す
。

本
年
度
の
現
地
杭
打
は
、
十
月
二

十
日
頃
よ
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

蹟
界
紛
争
や
境
界
の
は
っ
き
り
し
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
、
隣
の
地
主
と

よ
く
話
し
合
っ
て
事
前
K
解
決
す
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

こ
の
調
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
、
現
地
の
杭
打
を
実
施
す
る
前

に
部
落
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

日
程
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
の
で
、

地
籍
調
査
を
と
理
解
願
い
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
、
必
ず
出
席
下
さ
い

ま
す
よ
う
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年度別実施計画

年度 部 落 名

5 4 飯喰・河西・上河東

5 5 居河東(築中地島噺・築田雄含斯) 

5 6 持魁・紙漉岡原

5 7 西条二区・西条菊田

5 8 西条一区・清水野間

※年度別実踊十画を上記

のように定めていますが、

調査の逝ヲ杭兄Kより、

年度を変更する場合もあ

ります。

@ 
国
勢
調
竃
ゥ

十
月
一
日
は
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
行
政
の
適
切
な
運

営
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る

極
め
て
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
九
月
二
十

四
日
か
ら
三
十
日
の
聞
に
各
家
庭
を

訪
問
し
、
お
配
り
し
ま
す
。

記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
十
月
一

日
か
ら
五
日
ま
で
の
聞
に
も
う
一
度

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ

の
と
き
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
時

期
に
留
守
だ
っ
た
り
、
直
接
調
査
員

に
提
出
す
る
の
が
お
困
り
の
方
は
、

早
め
任
国
勢
調
査
担
当
係
ま
で
と
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



改
定
さ
れ
た
地
震
保
険
制
度

七
月
一
日
か
ら
地
震
保
険
制
度
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
改
定
に
よ
っ
て
、
従
来
は
全
損
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
保
険

の
支
払
い
が
、
半
損
の
場
合
も
支
払
い
の
対
象
に
な
っ
た
り
、
保
険
金

額
(
契
約
金
額
)
が
建
物
、
家
財
と
も
引
き
上
げ
る
な
ど
、
地
震
保
険

の
内
容
は
い
っ
そ
う
充
実
し
ま
し
た
。

改
定
後
の
地
震
保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
と
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

報広

保

険

の

対

象

町

品 で活
な工 す K 居
ど場。必住
は、 要を
対事 な目
象務 動 的
外所 産と
でな (す
すど 家る
。の財建
建)物
物がと
や対
商 象 生

和

補

償

の

範

囲

昭

地
震
保
険
で
補
償
さ
れ
る
の
は
、

①
地
震
②
噴
火
、
ま
た
こ
れ
ら
に
よ

る
①
津
波
に
よ
っ
て
建
物
や
家
財
が

火
災
(
延
焼
損
害
を
含
む
)
、
損
壊
、

埋
没
ま
た
は
流
失
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
損
害
を
ζ
う
む
っ
た
場
合
で
す
。

契

約

方

法

(5) 

地
震
保
険
は
、
単
独
で
契
約
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
住
ま
い
の
火

災
保
険
と
合
わ
せ
て
契
約
し
ま
す
。

【
原
則
付
帯
方
式
】

た
だ
し
、
地
震
保
険
を
希
望
し
な

い
場
合
は
、
は
ず
す
こ
と
が
で
き
ま

す。
な
お
、
改
定
前
に
契
約
さ
れ
た
地

震
保
険
は
、
対
象
が
建
物
の
場
合
に

は
、
一
部
の
地
域
を
除
き
、
契
約
変

更
の
手
続
き
を
と
ら
な
い
と
新
し
い

滞
債
内
容
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

保

険

金

額

住
ま
い
の
火
災
保
険
金
額
(
契
約

令
額
)
陀
対
し
て
、
三

0
1五
O
%

の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
他
の
地
震
保
険
と
合
算

し
て
、
建
物
一
千
万
円
、
家
財
五
百

万
円
が
限
度
で
す
。

損

害

の

査

定

【

全

損

と

は

】

建
物
H
①
基
礎
、
屋
根
、
軸
組
、
外

壁
な
ど
主
要
構
造
部
の
損
害
額
が
、

そ
の
建
物
の
時
価
の
五

O
%以
上

に
な
っ
た
場
合
。

⑦
焼
失
、
流
失
し
た
部
分
の
床
面
積

が
、
そ
の
建
物
の
延
べ
床
面
積
の

七
O
%以
上
に
な
っ
た
場
合

家
財
H
損
害
額
が
、
家
財
の
時
価
の

八
O
%以
上
に
な
っ
た
場
合

全
損

【

半

損

と

は

】

薄
物
日
①
主
要
構
造
部
の
損
害
額
が

そ
の
建
物
の
時
価
の
二

O
%以
上

五
O
%未
満
に
な
っ
た
場
合

⑦
焼
失
、
流
失
し
た
部
分
の
床
面
積

が
、
そ
の
建
物
の
延
べ
床
面
積
の

二
O
%以
上
七

O
%未
満
K
な
っ

た
場
合保

険
金
の
支
払
い

【

建

物

】

室
主
損
と
な
っ
た
場
合
H
建
物
の
地

震
保
険
金
額
の
全
額

盆
十
損
と
な
っ
た
場
合
U
建
物
の
地

震
保
険
金
額
の
五

O
%

【

家

財

】

密
主
損
と
な
っ
た
場
合
H
家
財
の
地

震
保
険
金
額
の
全
額

②
収
容
す
る
建
物
が
全
損
ま
た
は
半

損
と
な
っ
た
場
合
H
家
財
の
地
震

保
険
金
額
の
一

O
%

巨
大
地
震
の
発
生
が
目
前
K
迫

っ
た
と
き
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

h

早
く
住
民
民
知
ら
せ
る
の
か
ピ
臨

地
震
予
知
情
報
の
伝
達
は

h
圏
偶

防
焚
対
策
上
極
め
て
重
臨
輯
瞳
一
明

要
な
問
題
で
す
。
不
確
圃
園
田
理

定
注
目
報
は
誤
解
を
招
甜
圃
曹

き
や
す
く
、
深
刻
な
パ
ニ

a園町四

ツ
ク
現
象
を
お
乙
す
恐
れ
が
4
園

あ
り
ま
す
。

4
圏

そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
よ

a

り
検
討
し
異
笠
気
象
が
認
め
ら
」

れ
た
場
合
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
っ
て
「
警
戒
宣
言
」
が
発
令
さ
れ

保

険

料

率

地
震
保
険
の
保
険
料
率
は
、
建
物

と
家
財
と
は
別
建
て
で
、
そ
れ
ぞ
れ

所
在
地
域
、
建
物
の
構
造
別
K
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
受
け
制
限

地
震
災
害
の
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら

れ
た
後
は
、
そ
の
地
域
に
所
在
す
る

建
物
や
家
財
に
つ
い
て
の
新
規
契
約
、

保
険
金
額
の
増
額
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
警
戒
宣
言
発
令
中
K
満

期
と
な
る
場
合
は
、
同
じ
契
約
内
容

で
保
険
金
額
を
増
額
し
な
け
れ
ば
、

獲
枕
し
て
契
約
で
き
ま
す
。

が県

tず寸司園間電醇T V9> そ蓄占
ょ慎デせを通 てるれさ町
う重マしみし部いま情報とれ村

な に ま な、落てす!報道同まに

露3てえ襲警 q本 E費官て量
を わ にな機広町達を、 戒
とさ お情等報 K さ通あ 本
り れ 知 報を車おれしら 部



(6) 

k
h
d
-
v
p
c
、‘，
F

4
3与
す
冷
静
議
…汐
窓
口祭給制約絞殺

制削
減
収

M
mm保
町
必
勝
点
喫
同
蔵
用
者

町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
調
査

町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
五
六
、
六
%
、
六

夏
の
交
通
安
全
週
間
中
の
八
月
一
日
、
十
四
台
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

息
坦
!
甲
府
市
川
大
門
線
の
河
東
中
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
一
般
道
路
で
の

島
四
ツ
角
で
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
着
使
用
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
ち
ょ

恩
阜
両
、
二
輪
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
っ
と
の
距
離
で
面
倒
だ
し
、
ス
ピ

1

思
口
数
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
と
ド
も
遅
い
し
安
全
だ
ろ
う
!
と
い
つ

も
に
、
会
員
さ
ん
た
ち
の
手
で
造
り
た
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。
一
方

あ
げ
た
造
花
を
通
過
車
両
一
台
一
台
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
は
だ
い
ぶ
増
え

に
手
渡
し
、
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
て
き
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
ま
だ

を

し

ま

し

た

。

半

数

以

上

が

つ

け

て

い

ま

せ

ん

。

当
日
、
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
一
シ

l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の

時
聞
に
通
過
し
た
車
両
台
数
は
、
普
着
用
は
「
身
体
の
安
全
保
護
」
に
あ

通
早
千
四
十
二
台
、
二
輪
車
百
十
台
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
、
こ
の
う
ち
シ

l
卜
ベ
ル
ト
着
用
"
安
全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
“
必
ず
着

車
両
は
一

O
、
八
%
、
百
十
三
台
、
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

9
9
9
b
bか
か
9
9
9
0か
9
9
9
0
9
9
9
9
9汐
か
み
か
か
か
汐
か
か
か
か
か
か
汐
9
9
hリ
9
9
9か
か
か
か
み
か
か
か
か
か
か

ー

サ

ッ

カ

ー

、

野

球

、

台

K
も
及
、び
ま
し
た
。

h
マ
屯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
町
ス

重
年
.
ポ
|
ツ
少
年
、
少
女
団

舌
少

員
は
、
八
月
十
日
朝
六

士

y

イ
J

時
か
ら
各
地
域
に
別
れ
、

手司

sγ

町
内
の
幹
線
道
路
脇
の

ぴ
り
あ
き
缶
拾
い
や
、
常
永

掃

U
駅
、
国
母
駅
構
内
の
清

清

E
掃
を
し
ま
し
た
。

内

二

時

間

に

百

万

総

勢

町

百

五

十

名

に

及

ぶ

団

員

の
手
で
集
め
ら
れ
た
あ

き
缶
は
、
二
ト
ン
車
二

報広町和昭

通過車問に安全運転の

呼びかけをする会員さん

総

合

七

位
第
三
十
一
回
郡
体
育
祭

去
る
七
月
二
十
七
日
、
甲
西
町
を

主
会
場
と
し
て
第
三
十
一
回
郡
体
育

祭
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
も
、
十
七

種
目
二
百
五
十
名
の
選
手
団
を
派
遣

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
甲
西
町
の
甲
西
中
・
大

明
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
会
式
が
行

わ
れ
た
後
、
種
目
別
に
各
会
場
K
わ

か
れ
て
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
歳
台
砲
丸
投
げ
で
田
中
満
(

築
地
)
さ
ん
、
五
十
歳
以
上
水
泳
で

男
子
は
上
河
東
一
区

女
子
は
西
条
二
区
に
栄
冠

子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

国母駅構内の清掃に精出す団員たち

夏
休
み
入
り
し
た
ば
か
り
の
七
月

二
十
九
日
、
第
七
回
町
内
子
ど
も
ク

ラ
ブ
球
技
大
会
が
押
原
小
学
校
を
会

場
K
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
別
れ
好
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
応
援
も
、
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
を
一
目
見
よ
う
と
会
場
に
か
け
つ

け
た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
が
た

い
へ
ん
な
熱
の
入
れ
よ
う
、
時
ど
き

飛
び
出
す
珍
プ
レ
l
好
プ
レ
l
k
、

ま
た
小
さ
な
体
に
大
き
な
グ
ロ

ー
ブ

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
動
作
花
、

会
場
は
大
き
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ソフトポ ル(男子〕

2 

ーポ ル(女子〉
=l館館E

円
島原「一~)

格 上 飯 箇 策 岡 両 押 市 上 西 商
伺条 肉条条
東ニ III ニ
二区 一 区 一

水区喰 A 地紙酉越 a 区 A 区

Aパート{パyタネシト側パートf小学佼側〉

詞

西

岡

原

飯

喰

上
向
東
一

E

押

鍾
ニ

区

築

地
一

区

中

烏
新

田

上
旬
東
二
区

墨
原
丑
寅
(
清
水
)
さ
ん
、
銃
剣
道

個
人
で
石
原
保
夫
(
押
穆
さ
ん
が

見
事
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、
各
競

技
・
各
種
目
で
も
左
記
の
と
お
り
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
各
競
技
む
ら
な
く

得
点
し
た
竜
王
町
が
優
勝
、
本
町
は

七
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

優

勝

ハ

ン

ド

ボ

ー
ル
・
銃
剣
道

準
優
勝
ク
レ

l
射
撃
・
体
操

県

下

で

三

位

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
一
回
市
町
村
対
抗
一
般
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
十
八
日

か
ら
県
営
緑
ケ
丘
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

出
場
し
た
本
町
チ
ー
ム
は
、
申
富
、

鰍
沢
、
石
和
町
の
強
敵
を
下
し
、
準

決
勝
ま
で
駒
を
進
め
、
塩
山
市
と
対

潜
旧
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

記
頃
の
壮
年
男
子
三
位
入
賞
、
ま
た

今
回
一
般
男
子
が
三
位
と
、
県
下
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
昭
和
の
名
を
広
め
ま

し
た
。

出
場
選
手
(
敬
称
略
)

監
督

藤
本
洋

主

将

山

田
昇

コ
!
チ

河
田
久
男
選
手

勝

村

武

加

藤

孝

道

石

原

保

夫

梶

原

幸
雄
有
賀
美
仁
中
村
美
智
夫

神
戸
哲
雄
笹
本
久
弘
黒
田
幸
雄

向
山
晃
武
井
幸
四
郎
小
山
邦
夫

長

田

実

深

沢

克

男

深
川
謹

一

清
水
博
久
志
村
力



!日
し駿
ぶ州
EE往

害還
薩 3

報

甲
府
市
相
生
一
丁
目
に
次
の
様
な

石
の
道
標
が
あ
る
。
一
面
に
南
・
み

の
ぷ
み
ち
、
他
の
面
K
西
・
し
ん
し

う
み
ち
、
裏
面
に
は
「
こ
こ
は
往
昔

カ
ワ
ワ
チ
デ

よ
り
信
濃
路
と
河
内
路
と
の
分
岐
点

な
り
、
古
く
よ
り
旅
人
に
そ
れ
を
知

ら
せ
し
道
標
あ
り
し
が
、
太
平
洋
戦

争
の
末
期
に
お
け
る
甲
府
大
空
襲
に

よ
り
消
滅
せ
り
、
町
の
歴
史
を
語
る

道
標
の
失
は
れ
た
る
を
深
く
惜
し
み
、

時
あ
た
か
も
泉
町
土
地
区
画
整
理
の

大
事
業
が
完
成
せ
る
を
記
念
し
て
、

本
町
町
民
が
此
処
K
復
元
再
建
し
て
、

信
州
往
還
の
昔
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
せ

る
も
の
な
り
。
泉
町
町
民
一
同
・
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
泉
町
土
地
区
画

整
理
事
業
完
成
記
念
」
と
し
て
あ
る
。

広町和昭

郷
土
研
究
部
長

雨
宮
伺
4
4

河
内
路
は
駿
州
往
還
と
も
称
し
、
甲

斐
国
志
に
「
本
州
九
筋
ヨ
リ
他
州
へ

達
ス
ル
道
路
九
条
ア
リ
皆
路
首
ヲ
酒

折
ニ
起
ス

l
中
略
l
南
面
シ
テ
前
ニ

ワ

カ

ヒ

コ

ヂ

ア

カ

ミ

チ

カ

ワ

P
T

在
ル
三
路
ヲ
若
彦
路
・
中
道
・
河
内

ヂ路
ト
云
凡
此
路
ス
ヂ
ニ
罵
ス
ル
村
里

ヲ
中
郡
ト
称
セ
リ
l
中
略
l
以
上
九

条
ハ
皆
古
道
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

其
の
後
武
田
信
虎
が
石
和
か
ら
つ
つ

じ
ケ
崎
の
館
K
居
を
移
し
、
甲
斐
の

政
治
の
中
心
は
旧
相
川
村
に
な
り
、

駿
州
往
還
は
古
府
を
発
し
、
上
府
中

か
ら
西
条
・
河
東
中
島
の
南
部
を
す

ぎ
て
旧
小
井
川
を
経
て
身
延
に
至
る

第
二
次
河
内
路
(
み
の
ぶ
み
ち
)
が

出
来
た
の
で
あ
る
。
明
治
九
年
K
完

成
し
た
新
駿
州
往
還
(
現
在
の
主
要

(7) 

駿~IIII住還〈みのぶみち〉と鎌倉に

通じる道路の分岐点の道標として

たてられたと恩われる悼地蔵

地
方
道
甲
府
市
川
大
門
線
・
単
に
県

道
と
も
新
道
と
も
い
う
)
に
よ
り
従

来
の
駿
州
往
還
(
み
の
ぶ
み
ち
)
は

旧
道
と
し
て
次
第
に
廃
れ
た
が
、
近

時
町
道
一
号
線
と
し
て
市
街
化
が
す

す
み
急
速
に
発
展
し
た
。

昔
は
旅
を
す
る
の
に
乗
物
も
な
く
、

い
ろ
い
ろ
難
儀
が
多
か
っ
た
の
で
、

神
仏
の
力
に
槌
っ
て
道
中
無
事
を
願

う
心
か
ら
、
主
要
道
路
に
沿
っ
て
地

蔵
や
観
世
音
を
祭
っ
た
。
前
号
K
も

記
し
た
よ
う
に
道
祖
神
も
旅
人
の
安

全
を
護
り
、
悪
疫
等
が
村
に
入
ら
な

い
よ
う
道
路
の
辻
、
村
境
~
峠
な
ど

に
祭
ら
れ
た
。
こ
の
「
み
の
ぶ
み
ち

」
に
も
地
蔵
尊
や
道
祖
神
等
が
祭
ら

れ
た
が
、
道
路
の
改
修
拡
張
等
に
よ

っ
て
移
転
し
、
僅
か
に
西
条
二
区
下

切
の
楠
地
蔵
と
丸
石
道
祖
神
、
河
東

中
高
と
玉
穂
村
井
ノ
口
と
の
境
に
あ

る
悼
地
蔵
等
に
す
ぎ
な
い
。

地
蔵
菩
薩
(
地
蔵
・
地
蔵
尊
・
地

蔵
き
ま
と
も
い
う
)
と
は
日
本
国
語

扶
明
典
に
よ
る
と
「
六
道
の
一
切
衆

生
の
苦
を
除
き
福
利
を
与
え
る
ζ

と

を
願
い
と
す
る
菩
薩
、
ま
た
、
特
に

地
獄
の
衆
生
を
教
化
し
、
代
受
苦
の

菩
薩
と
さ
れ
る
が
、
俗
言
で
は
小
児

の
成
長
を
守
り
、
も
し
天
折
し
た
時

は
そ
の
死
後
を
救
い
取
る
と
信
じ
ら

れ
尊
崇
さ
れ
た
。
密
教
で
は
菩
薩
形

に
あ
ら
わ
れ
る
が
普
通
K
は
頭
を
ま

る
め
た
僧
形
で
、
宝
珠
を
持
ち
、
平

安
中
期
以
降
は
宝
珠
と
錫
杖
を
持
つ

姿
が
一
般
化
し
、
多
く
石
K
刻
ま
れ

て
路
傍
陀
建
て
ら
れ
、
民
衆
と
の
つ

な
が
り
が
強
ま
っ
た
。
そ
の
救
い
の

は
た
ら
き
や
、
霊
験
・
形
、
置
か
れ

た
地
名
な
ど
K
よ
っ
て
、
親
子
地
蔵

・
腹
帯
地
蔵
・
雨
降
地
蔵
・
お
初
地

蔵
・
と
げ
ぬ
き
地
蔵
・
延
命
地
蔵
な

ど
の
名
が
あ
る
l
後
略
」
と
し
て
い

る。
西
条
の
楠
地
蔵
は
戦
国
以
前
の
水

害
に
よ
っ
丈
ト
流
か
ら
楠
と
共
に
当

地
へ
流
れ
つ
い
た
も
の
を
祭
り
、
楠

を
神
体
と
し
て
崇
め
て
き
た
が
、
い

ま
は
僅
か
の
楠
が
残
り
約
三
十
年
位

前
か
ら
石
材
を
以
て
之
花
代
え
、
丸

石
道
祖
神
の
側
に
祭
つ
で
あ
る
。

河
東
中
島
の
悼
地
蔵
は
岩
波
国
語

辞
典
に
よ
り
悼
と
は
「
竹
の
枝
や
葉

を
取
っ
て
細
長
い
棒
と
し
、
種
々
の

用
に
使
う
も
の
(
旗
棒
・
物
干
し
摘
。

き
お
に
形
が
似
て
い
る
も
の
(
水
底

に
つ
つ
ば
っ
て
舟
を
進
め
る
長
い
棒

.
さ
お
ば
か
り
の
さ
お
・
た
ん
す
・

長
持
な
ど
に
さ
し
て
か
つ
ぐ
棒
等
l

後
略
」
と
あ
る
が
、
本
地
蔵
は
太
さ

も
同
じ
や
や
四
角
張
っ
た
石
が
地
上

約
一
メ
ー
ト
ル
余
に
な
っ
て
い
る
為

悼
と
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
又
地
蔵

は
道
祖
神
信
仰
と
結
び
つ
き
、
村
の

境
や
辻
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
事
も
あ
っ
て
、
河
東
申
島
と
井
ノ

口
と
の
村
境
に
建
て
ら
れ
た
も
の
か
、

又
右
・
駿
州
往
還
(
み
の
ぶ
み
ら
)

左
は
紙
漉
阿
原
か
ら
鎌
田
郷
一
円
の

道
路
に
通
ず
る
為
、
道
標
と
し
て
建

て
た
も
の
か
分
明
で
な
い
が
、
石
を

悼
の
様
K
た
て
て
祭
り
旅
人
が
乙
れ

を
崇
め
旅
の
安
全
を
祈
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
旧
駿
州
往
還
の
甲
斐
国
志

で
い
う
古
道
の
跡
は
、
今
は
見
出
し

難
い
が
、
そ
の
件
障
を
物
語
る
も
の
と

し
て
の
梓
地
蔵
は
、
数
百
年
の
由
緒

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

町
/
民
/
俳
/
句

新
涼
や

誰
よ
り
伸
び
し
子
の
背
丈

伊

藤

春

江

き
り
り
と
結
ぶ
帯
青
〈

井
上
ま
さ
江

ぬ
り
終
え
し
壁
K
新
涼
の
風
わ
た
る

磯

部

信

与

新
涼
の
プ

l
ル
サ
イ
ド
は
広
ぴ
ろ
と

桑

原

丑

寅

新
涼
の
空
ゆ
る
や
か
に
鷺
真
日

河

田

好

子

飼
を
さ
さ
げ
新
涼
の
墓
掃
き
浄
よ
め

清

水

喜

水

新
涼
や
軽
く
手
を
振
り
別
れ
け
り

輿
石
さ
あ
代

業
終
え
て
発
汗
の
身
に
涼
新
K

上

田

栄

月

新
涼
や
早
朝
の
マ
イ
ク
澄
み
通
る

中

沢

静

代

風
に
と
ぎ
れ
し
立
ち
話

内
藤
ふ
く
次

流
し
新
涼
の
面
を
渡
る

高
野
久
枝

新
涼
や

新
涼
の

精
霊
を



(8) 報広町和昭

q玉、戸、ヂーコ

日 程 内 円廿h 該 当 児 場所

ツベルク
時日 54年 4月1日~昭和

9月2日
リン

5 5年 3月31日までの出

生児 中

9月4日
B C D 9月2日のツベルクリン判 央

接種 定をし、陰性者全員実施

公

昭和50年4月1日~蹄口

9月9日
3種混合 5 1年 12月 31日までの 民

( 2期) 出主児で策1期(3回)を

終了している人 館|

師日52年 1月 1日~昭和

二辞時午時I 3種混合
5 3年 2月28日までの出

9月11日 生児で未接種の人
( 1回)

師日 53年 3月1日~師口

5 3年 8月 31日までの出

生児

種接防予Eヒ戸、子、戸、コ

• 
• 

住望事室毎呈込

実施日時 9月 5日働

場 所 旧役場前

※収集車が来るまで飼主の方もいっしょにいて下
さL、。
登録のしている犬は役場保健課に連絡して下さ

午前 10時 30分~

午後 4時

日

午前 10時

受付時間

午後1時 30分

2時

室

乳児健康相談

犬収集

教

9月16日例 1
2 2目的 f
2 9日開)J 

中央公民館和室

産

司嘩阜不用

安

実施日時及び場所

実施日時

所場

母子健康手帳携行品• 
母子健康手帳携行品

9月 6目白
}午前 9時--1 1時 30分

20日出

中央公民館

l佃 志佐内小 昭 土ミ
氏 村 藤藤尾氏 和 -QV ðt)~， 

1健 出 リ竿 r-口婚五 Fノで、 l 

J高名 手安軍需名 主 とう;
l 1m y2 !_~ヲ!
:昭生 姻貧~

七~/;;~潟、
(西西押 日《鰐~.
l警住 条 住 以 ぞ呼少翁 ! 
・ 一所 新 所 降 除去~帯 、
{区 田越 l¥膨

j浅小摂生石滝大磯小笹中襲北嶋建中佐享秋輿軍嘉
川林泌皆}l1口 森 部 林 本 沢 野 林 津 田 村藤柏山石蕩鎧!

土有 府久富+由 l
.優隼有幸 和 紀茂和孝理義範 真 美美芳直美.
1一也紀彦満弘樹子樹弘昭恵典香恵弓賢子子樹人子!

! 正二 秀孝正千祐 久孝和勝文正美一和四芳 ! 
l 三満 昇 智 栄進 1
.道男 樹則良尋之 弘 造一 典範 次夫彦幸郎男 ; 

:上西上西西西西築上飯築上西西西西西西西西上押(
(河警河警条条条地河 地河条条条条条条条警河 ( 

一二二新 新 二一一一一二二
(東亙東亙区区区居東喰居東区区区区区区区雇東越(

-<.>。回<>

午後 1時--2時

健 診

実施日時 9月 25日附

場 所 中央公民館

※対象者には追って詳しく連絡致します。

児歳3 ~回<><><><>母子手帳交付<><><><>

実施日時

可燃物・不燃物収集日

日 程 曜日 内 容 地区

9月 1日 月 もえる物 全地区

3日 水 ガラス類 。
4日 木 もえる物 " 
8日 月 " " 

1 1日 木 イン " 
16日 火 。 。
1 7日 水 金属類 西条地区

18日 木 もえる物 全地区

1 9日 金 金属類 押原・常永

22日 月 もえる物 全地区

25日 木 汐 " 
29日 月 " 

。

所場


